
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
九
十
九
号

行
政
相
談
委
員
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
国
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
苦
情
の
相
談
に
関
す
る
業

務
の
委
嘱
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
行
政
の
民
主
的
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
行
政
相
談
委
員
）

第
二
条
　
総
務
大
臣
は
、
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
か
つ
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
者

に
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
行
政
機
関
等
（
内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条

第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
、
デ
ジ
タ
ル
庁
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
並
び
に
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四

条
第
一
項
第
十
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
業

務
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
て
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
申
出
人
に
必
要
な
助
言
を
し
、

及
び
総
務
省
又
は
当
該
関
係
行
政
機
関
等
に
そ
の
苦
情
を
通
知
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
し
た
苦
情
に
関
し
て
、
行
政
機
関
等
の
照
会
に
応
じ
、
及
び
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
当
該
行
政
機
関
等
に
お
け
る
処
理
の
結
果
を
申
出
人
に
通
知
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
は
、
そ
の
委
嘱
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
担
当
す
る
市
（
特
別
区
を
含
む
。
附
則
第
二

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
町
村
の
区
域
を
定
め
、
か
つ
、
二
年
以
内
の
期
間
を
限
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
者
は
、
行
政
相
談
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
と
称
す
る
。

（
周
知
等
）

第
三
条
　
総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
嘱
を
し
た
と
き
は
、
委
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
関
係
住
民

に
周
知
さ
せ
る
た
め
適
当
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

２
　
委
員
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
啓
発
及
び
宣
伝
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
陳
述
）

第
四
条
　
委
員
は
、
総
務
大
臣
に
対
し
て
、
業
務
の
遂
行
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
行
政
運
営
の
改
善
に
関
す
る
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
規
律
）

第
五
条
　
委
員
は
、
業
務
の
遂
行
に
際
し
て
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
者
が
委
員

で
な
く
な
つ
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
委
員
は
、
そ
の
地
位
を
政
党
又
は
政
治
的
目
的
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
委
員
は
、
公
平
か
つ
適
切
に
そ
の
業
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
解
嘱
）

第
六
条
　
総
務
大
臣
は
、
委
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
委
嘱
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
心
身
の
故
障
の
た
め
、
業
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合

二
　
業
務
を
怠
り
、
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

三
　
委
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
つ
た
場
合

（
指
導
）

第
七
条
　
委
員
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
、
総
務
大
臣
の
指
導
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
費
用
）

第
八
条
　
委
員
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
、
国
か
ら
報
酬
を
受
け
な
い
。

２
　
委
員
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
日
法
律
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
総
務
庁
設
置
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

６
　
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第

二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
九
月
一
一
日
法
律
第
六
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
一
九
日
法
律
第
三
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
六
十
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
十
七
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
旧
法
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
が
し
た
認
定

等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
新
法

令
」
と
い
う
。
）
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関
が
し
た
認
定
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
申
請
、
届
出
そ

の
他
の
行
為
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
新
法
令
の
相
当
規
定
に

よ
り
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
国
の
機
関
に
対
し
て
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
従
前
の
国
の
機
関
に
対
し
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
新
法

令
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関
に
対
し
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
新
法
令
の

規
定
を
適
用
す
る
。

（
命
令
の
効
力
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
十
八
条
　
旧
法
令
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
内
閣
府
設
置
法
第
七
条
第
三
項
の
内
閣
府
令
又
は
国
家
行
政
組

織
法
第
十
二
条
第
一
項
の
省
令
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
新
法

令
の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
相
当
の
第
七
条
第
三
項
の
デ
ジ
タ
ル
庁
令
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十

二
条
第
一
項
の
省
令
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
十
条
　
附
則
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
五
十
一
条
及
び
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行

に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

1


